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[目的]近年､新しい抗癌作用の1つとして､分子シャペロンの1つであるHsp90

の機能を阻害するHsp90阻害作用が注目されている｡演者らはこれまでに､主要

な茶カテキンの一つである(-)-epigallocatechingallate(EGC一g)がHsp90阻害作用を

示すことを報告した｡そこで本研究では､EGC一gを含めた茶カテキン類並びにフ

ラボノイ ド骨格を有するポリフェノール類についてHsp90阻害作用を検討した｡

[方法]カテキンでは､(-)-epicatechin(EC)､(-)-epicatechingallate(EC一g)､(-)-epi-

gallocatechin(EGC)､EGC一gならびに対応する非エビ型体 (C､C一g､GC､GC一g)､

EGC一gのメチル化体を用いた｡ポリフェノールではケンフェロール､クエルセチ

ン､ミリセチン､ダイゼイン､ゲニステイン､クメステロールを用いた｡Hsp90
阻害作用 :ヒト前立腺がん由来LNCaP細胞を各化合物で処理し､経時的に細胞中

のpAkt(Ser)タンパク質レベルをWestemblot法で測定した｡

[結果及び考察]検討した何れのカテキンについてもHsp90阻害作用が観察された｡

阻害作用の強さは､epi型カテキンでEGC一g>EGC>EC一g,EC､非epi型カテキン

ではGC一g>GC>C一g,Cの順であり､更に､EGC一gのB環3-位または4位水酸基

のメチル化体では阻害作用が著しく減弱したことから､カテキンのHsp90阻害作

用にはB環のガレー ト構造が重要であることが明らかになった｡また､epi型体と

対応する非epi型体で阻害作用の強さに差が見られず､C環2位の立体配置は重要
な要素でないと考えられた｡検討したカテキン以外のポリフェノールでは､クエ

ルセチンとケンフェロールでHsp90阻害作用が観察された｡阻害作用の強さは､

ケンフェロール >クエルセチンで､ケンフェロールの阻害作用の強さはEGC一g

とほぼ同等と考えられた｡


